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はじめに
18世紀の産業革命をきっかけに，人類は数千年の重体力労働時代から脱出し，いわゆる現代文明
社会を築いていた。技術の革新，大量生産・大量消費によって物質的豊かさをもたらし，「工業文明
社会」の時代に入ってきた。産業革命まで人類社会の発展は，基本的に地球上の自然循環に依存して
いたが，産業革命以降，人類は石炭，石油などの化石燃料に全面的に依存し，地球に蓄積された天然
資源の大量消費を行い，産業革命からわずか 200年間で，自然資源の大量消費，温室効果の増大によ
り気候温暖化を招き，現在の行動様式が続けば，人類が破滅に向かっているという。
資源を使い続ける物質偏重主義の社会は， 資源の枯渇という問題だけでなく，格差，功利主義，成
果主義および人間関係の崩壊など，人間社会のさまざまな新しい問題も引き起こしている。
これらの課題に対応するために，教育の重要性が一層認識され，どのように，子どもの幸せな未来
を構築するのか，将来的な問題の解決には絶対的な方法が見つけられない。今日の子どもたちの創造
性に頼り，将来の世界は今日の子どもたちが自ら確立するしかないと考えられ，本当の幸福は子ども
たちが自立することにあると思われる。子どもの創造的に問題を解決する能力を育てるため，創造性
教育の実施は一層重要になった。
一方，教育基本法第 1章第 2条に，「個人の価値を尊重して，その能力を伸ばし，創造性を培い，
自主及び自律の精神を養う」という条文があり，つまり，教育システムの一環として，創造性教育の
発展，推進では学習者の教育権を保障することである。
日本における創造性教育の実施は非常に早い，大正自由教育時代の教育家である千葉命吉，稲毛詛
風は「創造性教育，独創教育」の理論が提出し，当時の教育界に大きな影響を与えた。戦後，一連の
教育改革，開発とそれに伴う教育理念の変革の中に，創造性教育のさらに発展する動向が見えるよう
になった。
近年，日本における創造性教育に関する代表的な研究者は恩田彰，弓野憲一，扇田博元らである。
恩田は天才，才能の視点から，瞑想法などの創造性を培う方法を開発し，向上心，精神遅滞児の創造
性など，創造性教育に関する全般的な研究を進めた。また，弓野は世界的な視野を持ち，創造性教育
の歴史，動向，人の能力開発に関する理念の変革，自主技術確立のための基礎能力の涵養を巡って考
察した。
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一方，「教育とは，器の中に水を入れることではなく，子どもの心に火をともすことである（１）。」
というのは，稲毛詛風の創造教育論を研究する扇田が主張した教育信条である。
以上の研究者による創造性と創造性教育に関する研究はマズロー（A．T．Maslow）の 5段階欲求
理論およびガードナー（Gardner）が提出した「多元知能理論」と関連され，近年，創造性教育を研
究する際，この二つの理論はよく考えられるようになった。従って，本発表では，創造性の育成方法，
技法ではなく，5段階欲求理論と多元知能理論を考察しながら，日本における創造性教育を実施する
可能性を探察していきたい。
１．創造性教育に関する基礎理論の考察
（1）教育と創造
創造性教育を論述する前に，この言葉を分けて，教育と人間の創造性はどんなつながりがあるか，
教育と創造性はどんな形より互いに影響を与えているかを巡って，教育と創造性の原点を探っていき
たい。
教育活動そのものは人類の創造性の産物であり，言語の発明に続いて重要な発明創造と考えられ
る（２）。言語は人類社会にコミュニケーションの道具としての機能を担当していて，教育によって，
人類全員が団体の経験と知恵を大衆に分かち合うことが可能になった。教育により，人類が動物界か
ら脱離して，高度な人類文明と人類社会を作り上げた。さらに，教育の発展に従って，古代，先輩か
ら受けた知識，経験を大きく発揚され，いばらの道を進んで，精神と物質ともに前向きの社会となる
ように発展してきた。
「人間は教育によってはじめて人間となることができる―カント（J.Kant，ドイツ，1724－ 1804）」。
歴史に全く教育システムを作っていない民族がない，全く教育を受けてない人も無かった。学校シス
テムが整備していない時代は，子供が親から知識，経験を学んでいた。極端な例をあげれば，中国，
インドなどの国に「狼子」「豚子」など，幼い時に人類社会から捨てられ，動物が育ててくれた子供
は発見されるまで，動物の団体，社会に生存していて，全く人類社会の教育をうけていない。このよ
うな場合は，「狼子」「豚子」たちはどのような人間になるか。研究の結果より，生理的に見れば，脳
の構造は普通の人間とほとんど変わっていない，体の機能は普通の人間よりもっと強壮になってい
る。しかし，言語，感情，抽象思惟，器用な両手など，人間の特徴はほとんど失い，動物とほぼ同じ
ような生物になり，人類社会に融合できなかった。その原因は人間の生理的な特徴（髪，肌の色，相
貌など）は生まれから持っているものであり，自分は変えようとしても変えられない。一方，人間社
会にいる人間の特徴はうまれてから教育より習得するものであり，生まれつきのものではない。した
がって，教育の本質は人類自身の再創造になり，教育の過程で人間の身体と神経が絶えず発達し，人
類社会の経験，意識，技能を身につけ，教育をうける人間は短期間で言語，感情などの精神世界が開
発され，自身と外部の自然世界へ認識された。「狼子」，「豚子」の例は世界各地に違った年代に現れ
ていた。つまり，古代人も現代人も，教育を受けなければ，動物に近い状態に戻るわけである。換言
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すれば，教育の過程は人間の身体と精神世界を創造する過程と言える。
教育と創造が互いに影響する
教育により何を伝達するのか。簡単に言えば，創造と発現の総和である（３）。教育の歴史を振り返
れば，教育の内容は当然に創造の成果を反映する。創造の成果は教育内容の源になり，教育の手段に
もなっている。人類最初の文字は亀甲，獣の骨，竹の札，石，羊の皮などに刻まれ，記録，携帯，お
よび知識の伝播はとても不便だった。製紙術，印刷術が登場したため，文字の宣伝が容易になり，文
化が簡単に広められ，教育の発展に革命的な影響を与えた。20世紀に入り，ラジオ，テレビ，さら
にコンピュータなど，新科学技術の成果より，教育活動が実施する時間，空間が全面的に拡大され，
教育分野の飛躍的な発展を遂げた。
近年，基礎教育課程の設置が総合化する傾向が出てきた。このような傾向は現代科学技術の各学科，
各専門に細かく分類され，相互に影響，相互に促進する動きに対する対応的な反応と見られる。創造
の成果が常に各学科の知識の総合運用，各部門の協力が必要になるため，総合課程が知識の分裂を避
け，生徒が総体的に自然と社会を観察する能力を培う。
それに，教育の任務としては基礎知識の教授，伝達だけでなく，生徒の基本態度と能力の養成も大
切にされなければならない。知識を追求する意義，創造力を運用する興味，変化に対する関心，批判
の精神，情報を選びながら使用することなど，これらも課程の教育任務になると思われる。
一方，教育も創造活動に影響を与えつつある。人間の創造力はとても複雑な高級能力である。アメ
リカ心理学者の Amabileが創造力に対して，三つの成分から構成されると考えた（４）。
1． 関連領域の技能（Domain-Relevant Skills）。すなわち創造力を発揮する分野の専門知識への把握，
理解。この技能は本領域に創造力を生かす基礎になる。
2． 創造に関連する技能　（Creativety- Relevant Skills）。創造性思惟，創造性技法などが含まれ，創
造性を活用する技能である。
3． 任務への動機　（Task-motivation）。創造性の実施者の任務への理解である。
創造力はこの三つの成分より組み合わされ，それらの互いの作用にも影響を与える。関連領域の技
能と創造に関連する技能により，人間の創造性能力を使用する分野が決められ，任務への動機より，
人間の創造性能力を発揮する意志が決められ，すなわち，どこで何を為すかが最初の動機から進めら
れる。
アメリカ心理学者のスターンバーグ（Sternberg）の意見より，創造力には三つの要素が含められ
ている：創造力の知能，知能の風格と創造力の人格である（５）。
教育活動により，創造力に必要な知識基盤が作られる。創造の過程に不可欠の世界への認識，改造
の部分がある。教育を受け，基礎学力を身につけ，専門分野の知識も握り，原理，事実，範例，問題
解決の方案，価値観，実践力など，認知の範囲が拡大されることに伴って，新しい考え，新観念を作
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り出す方法も増える。
それに，教育活動は，創造性思惟と創造技能の育成と発展に役立っている。創造性思惟と創造技能
の訓練は個人の経験と教育に頼り，教育活動は創造的に問題解決の意志を養う。創造力を持っている
人には，未知な事柄への好奇心，高度な自主性を持ち，状況を独立に判断し，異見を認める。それに，
責任を積極的に持つ，豊富な想像力など，創造的な人格が見られる。
以上の論述より，人類の教育活動が誕生してから，創造性と教育活動は互いに影響力を与え，互い
に促進していることが明らかになった。
創造性とは，「新しい価値あるもの，またはアイディア創り出す能力すなわち創造力，およびそれ
を基礎付ける人格特性すなわち創造的人格である」と，恩田が指摘しているように（６），いわゆる個
人特有のアイディアを生み出す人間の能力の一種として，人々の創造性は 2種類がある（７）。
（2）特別な才能の創造性
発明家，芸術家，科学者などの特別な人たちにみられる創造活動は，社会に新しい価値をもたらす
かどうかにより評価される。このような創造性を育成する目的は物質的な意味が濃く，社会的に承認
された形式または客観的に規定された表現方法によって実現されなければならない，いわゆる社会的
な有用性が大切にされる。
（3）自己実現の創造性
自己実現の創造性はだれでも持っているもので，かならずしも社会的に高く評価されるものでなく
ても，その人にとって新しい価値のあるものを創り出す経験になり，自分の幸福，自分の生きがいの
実現に役立つ。その教育は人間の幸せを追求する教育である。
これを踏まえて，創造性教育について考えてみると，次のようである。特別な才能の創造性にせよ，
自己実現の創造性にせよ，「全ての子どもの才能を認め，さらにすべての子どもが持っている卓越性
を開花できる，幅広く柔軟な教育，さらに動機づけを高める教育が必要であり，創造性教育は卓越性
や動機づけを保証する教育の一つ方法である（８）。」
以下では，創造性教育の基礎理論である「多元知能理論」と「人間欲求の 5段階理論」を分けて述
べる。
（4）多元知能理論
1983年，アメリカハーバード大学教育研究院の心理学者のガードナー（Gardner）が脳損傷の影響
を研究する過程に，それぞれの患者が異なる学習能力を現わしている状況を調べ，研究結果に基づい
た「多元知能理論」を提出した（９）。
①  言語知能（Linguistic intelligence）。ある言語を習得し，うまく使用する知能である。アナウン
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サー，記者，作家などの職業は言語知能と関わっている。
②  ロジック数理知能（Logical-mathematical intelligence），数字，推理と思惟の能力である。数学家，
エンジニア，弁護士，ソフトウェア開発技術者はこのような能力を表現している。
③  空間知能（Spatial intelligence）。線条，形状，構造，空間位置を感受し，表現する能力である。
建築技師，画家，彫刻技師，囲碁選手，物理学者にとって，空間知能は必要になる。
④  音楽知能（Musical intelligence）。音楽を感覚，分別，記憶，さらに表現する能力である。歌手，
楽器を造る人，作曲家，楽団のメンバなどの職業は音楽知能と緊密に関わっている。
⑤  身体・運動知能（Bodily-Kinetic intelligence）。体を使用して，思想，感情を表す能力と着手す
る能力である。ダンサー，スポーツ選手，外科医にとって，身体・運動知能の能力は大切である。
⑥  人と人のふれあい能力（Interpersonal intelligence）。他人の動機，感覚，意向，意欲を判断する
能力であり，政治家，教師，外勤販売員，管理者などの職業に不可欠の能力である。
⑦  自己認識の知能（Self-questioning intelligence）。自身に対する認識，観察，反省の能力と自分の
生活を調整する能力である。小説家，哲学学者，神学学者の自己認識の能力は一般人より高い
と考えられる。
つまり，ガードナーの方針として，人間の知能，智恵は単純なものではなく，さまざまな種類に
分けられ，一人の人間は少なくとも 7種類以上の独立の知能を持っているという（10）。各知能は生ま
れつき，健康な人間は誰でも持つ基本的な能力であり，ただし，各知能の発達する状況は人によって
違っている。
多元知能理論の誕生，発展により，教育の過程に子どもの個性を考慮し，対応する必要性が明らか
になった。適切な教育を受けることは，国民一人ひとりの権利である。統一的な教育内容，手段を設
け，さらにその教育内容に基づいて評価すれば，合格の水準に達していない子どもたちにとって，不
公平な教育になり，差別されることになってしまう。それゆえ，創造性教育を実施する理由の一つ
は国民の一人ひとりが適切な教育を受ける権利を保障するということであり，それは，教育基本法の
「機会均等」という教育の理念に従うものであると言える。
従って，「多元知能理論」に基づく創造性教育の実施では，教育内容，方法，手段を多様化し，子
どもたちの個性，違っている発達状況，能力に応じ，教育システムにおける指導の個別化，学習の個
性化などが含まれる。しかし，子どもはたくさんの事物への興味，関心を持っているが，これは好奇
心しかない場合があり，自分自身に合うかどうか，ということがはっきりしていない状況が多く見ら
れる。それゆえ，子どもの成長，発達には教師の指導が非常に重要であると考えられる。
（5）人間欲求の 5段階理論
人間は自己の素質や潜在の能力を掘り出し，可能な限り自己成長，発達する欲求を持っている。そ
れに，創造性は人間の生まれつきの能力として，人間の体の中に潜在的に存在している。という理論
はアメリカの心理学者のマズロー（A. T. Maslow）が打ち出した人間欲求の 5段階理論である。創造
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性に対して，それは物づくり，創造活動の問題ではなく，科学者，発明家の権利ではない，人々の生
まれ付きの能力であると，マズローによって考えられている。人間の自己実現は人間の基本欲求に不
可欠な一部とする。さらに人間の基本欲求は以下の 5段階がある。
表 1　人間欲求の 5段階理論（11）
5．自己実現の欲求（self-actualization）
自分の持つ能力や可能性を最大限発揮し，具現化したいと
思う欲求
4．承認（尊重）の欲求（esteem）
自分が集団から価値ある存在と認められ，尊重されること
を求める欲求
3． 所属と愛の欲求 
（social need/love and belonging）
情緒的な人間関係・他者に受け入れられている，どこかに
所属しているという感覚
2．安全の欲求（safety need）
安全性・経済的安定性・良い健康状態・良い暮らしの水準
など，予測可能で，秩序だった状態を得ようとする欲求
1．生理的欲求（physiological need）
生理的欲求は生命維持のための食欲・睡眠欲等の本能的・
根源的な欲求
人間の基本欲求の 5段階は順番にあり，つまり，生理的な欲求は最低限の需要，自己実現の欲求は
最高段階の欲求になる。
「自己実現」という中核の要素に関して，「人間の創造性という潜在能力を発揮することは人間の最
高位の欲求とされ，人生の最高の目標であり，この目標に近づく過程は自己実現の過程である」と，
マズローが解釈した（12）。
以上の二つの理論は，創造性教育を実施するもう一つの理論的根拠になると思われる。しかし，
人々の成長，発達は千差万別であり，自己実現の欲求は最高位であるが，低位の欲求が高位の欲求の
基礎になり，教育の実施する過程に，子どもの発達する基本知識，理論への教育は軽視することがで
きないと考えられる。
２．日本における創造性教育の実施
恩田によれば，戦後，世界で創造性教育が行われるようになったのは，1950年頃，アメリカのギ
ルフォード（Guilford）を中心として創造性の実証的研究が始められたのである（13）。1957年，旧ソ
連が世界初の人工衛星を打ち上げが成功したこと（スプートニク・ショック）とアメリカ，イギリ
スなどの先進工業国の科学技術が早く発展することより，日本政府と教育界は創造性教育を重視し始
め，基礎学力の充実と科学技術教育の向上というスローガンのもと，小学校で国語と算数の，中学校
で数学と理科の指導時間が増加するなど，創造性への開発は盛んになった。さらに，1974年頃東京
創造性懇話会が誕生し，1979年に日本創造学会が発足出発して，今に至っている（14）。つまり，創造
性に対する最初の理解および創造性教育の実施に関しては，主に理科素質など，「特別な才能の創造
性」が注目されていた。
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（1）創造性教育に関する法律，政策の流れ
戦後日本における創造性教育の誕生，発展は当時世界科学の飛躍的な発展の影響を受け，高度発展
時代の産業界からの要請も要因になった。その後，日本の経済，社会の発展とともに，一人ひとりの
子どもの創造性への開発は次第に深化になり，「自己実現の創造性」の教育に移す動向が見えてきた。
以下の教育政策の流れより一目瞭然となっている。
表 2　日本における創造性教育に関する教育政策（15）
経済審議会答申（1963） 自ら考え，自ら生み出してゆくという態度と能力をつけること
学習指導要領改定（1968） 正しい判断力や創造性，豊かな情操や強い意志の素地を養い
教育課程審議会答申 （1976）
ひとりひとりの児童生徒に対し，自ら考える力を養い創造的な知性と技能を
育てること
臨時教育審議会答申 （1984） 「豊かな創造力」，「創造性，考える力，表現力」
中央教育審議会
第一次答申 （1996）
自ら学び，自ら考える力や創造性の基礎となる力の育成を目指す
さらに，以下の表 3では，日本における創造性教育に関する法律，法規の条文が列挙しており，日
本における創造性教育への期待が見られる。
表 3　日本における創造性教育に関する法律．法規（16）
教育基本法　前文
個人の尊厳を重んじ，真理と正義を希求し，公共の精神を尊び，豊かな人間性
と創造性を備えた人間の育成を期するとともに，伝統を継承し，新しい文化の
創造を目指す教育を推進する
教育基本法第 1章第 2条
個人の価値を尊重して，その能力を伸ばし，創造性を培い，自主及び自律の精
神を養う……
教育基本法第 1章第 4条
すべて国民は，ひとしく，その能力に応じた教育を受ける機会を与えられなけ
ればならず，人種，信条，性別，社会的身分，経済的地位又は門地によって，
教育上差別されない。
学校教育法第 2章第 21条之十
職業についての基礎的な知識と技能，勤労を重んずる態度及び個性に応じて将
来の進路を選択する能力を養うこと
学校教育法第 6章第 51条之一
義務教育として行われる普通教育の成果を更に発展拡充させて，豊かな人間
性，創造性及び健やかな身体を養い……
学校教育法第 7章第 64条之一
豊かな人間性，創造性及び健やかな身体を養い，国家及び社会の形成者として
必要な資質を養うこと
教育基本法と学校教育法は教育システムの基礎を保障するものであり，表 1では「個人への尊重，
教育の平等」などの原則を示した。「すべて国民は，その能力に応じた教育を受ける機会を与えられ
なければならず……」という条文は「多元知能理論」に基づく教育理念と一致することが分かった。
つまり，法律．法規の側面から見ても，日本における創造性教育は積極的に実施されている。
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（2）創造性教育の実施
以上では法律．政策の面から日本における創造性教育の動きを考察した。実施の面から見れば，
1998年 12月，日本教育課程審議会は教育課程の改善について，四つの項目のねらいを次ぎのように
示している 。
①  豊かな人間性や社会性，国際社会に生きる日本人としての自覚を育成すること。
②  自ら学び，自ら考える力を育成すること。
③  ゆとりのある教育活動を展開する中で，基礎．基本の確実な定着を図り，個性を生かす教育を
充実すること。
④  各学校が創意工夫をいかし特色のある教育を展開すること。
その後，以上の方針に基づき，「総合的な学習の時間」という政策が作られ，学習指導要領が適用
される学校のすべて（小学校，中学校，高等学校，中等教育学校，特別支援学校）で 2000年から段
階的に始められた。
（3）桃山小学校の事例
戦後数十年，次第に発展，完全されていた日本の教育システムは全国各地で教育機能を働き，財政
制度の完備，諸教育法律の保障より，各地の教育水準は同時に推進されているが，各地の教育も自分
の地域の特徴に基づいて，特色のある学校が作られている。以下，京都教育大学付属桃山小学校を例
として，日本における創造性教育の事例を調べていく。
学校教育の慣用教育手法は，いわゆる事実を「知らせ」，「理解させ」，「記憶させ」ということが主
となっているではないかと考えられる。たとえ考えさせる場合でも，決まった正解があるような問題
を考えさせるという，「標準答案」に導くことになってしまう。
京都教育大学付属桃山小学校は，長年にわたって，子どもの自らの創造性を重視し，創造性教育の
研究と実践を進めてきている。そこで，桃山小学校の実践例を簡単に紹介する。
桃山小学校は「ひとりひとりの子どもを最大限尊重する」という精神に基づき，2002年から実施
した「総合的な学習の時間」を「そうぞうの時間」と名づけ，1週間に 3時間程度の枠，年間 70～
90時間程度が創造性教育にあてられているのだが，この時間に行われている活動は現行の教科との
関連を問わず，自由な形で進められている 。
以下は，近年ますます注目を集める環境問題を主題とする，子どもの環境意識を育つために，「環
境から学ぶ」，「環境について学ぶ」，「環境のために学ぶ」）という視点に基づき，桃山小学校におけ
る創造性教育の実例である。
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以上のようなエネルギー，環境保護問題を主題とする創造性教育活動を実施した後，活動の成果を
評価する。評価の視点は，学習する前と後の，「学びの意欲」，「学びの方法」，「学びの内容」という
3 点が含まれる。また，自己評価のほかに，グループで分かち合い相互に評価する。大切なのは，相
互評価の時も，基本的には肯定的な評価となるよう留意する（18）。桃山小学校の創造性教育事例を分
析すれば，低学年の「遊びの中で学習する」，中学年の「友達・仲間意識が高まる」，高学年の「より
表 4　子どもの発達（※印），創造性教育（◎印）に即したカリキュラムづくり（17）
目標　エネルギーに着目して豊かに育つ
　　　　　　～かんじる　かんがえる　ふりかえる　つながる～
【低学年】
※遊びの中で学習する。
◎ 創造性教育の考えに立って，子
どもの育ちを支援する。
　学びのルールがわかり，自分の
思いを自分の言葉で表現できるよ
うに支える。
【中学年】
※友達・仲間意識が高まる
◎ 学習集団となるよう学級づくり
をする。
　学習集団の中で互いの良さを尊
重し合い，みんなで高め合う姿勢
を持つように支援する。
【高学年】
※より広い社会性を持って活
動できるようになる。
◎ 学習集団の一員であり社会の一
員であることを自覚した行動が
できるよう支援する。
目標：たいかん　じっかん
　　　はっけん
1 年
「自然のエネルギーを感じよう」「水
となかよし」「風となかよし」
ねらい：あそびや玩具づくりを通
して，身近なエネルギーに気
づく。
2 年生
「わくわく桃小たんけん水となかよ
し　風となかよし　太陽となかよ
し　リサイクル手作り楽器で『虫
の声』を楽しもう」
ねらい：認識形成　風・水・太陽
とあそびながら気づいたことを，
絵や図・言葉で表現できる。
学び方形成　あそびながら水や風
の強さに気づきエネルギーの違
いをみつけることが出来る。
人間形成　身の回りを注意深くみ
つめていくことや，自分と関わ
るエネルギーのあることに気づ
きあそぶものを作る喜びを持つ
ことが出来る。
目標： かんがえる　ふりかえる 
エネルギーって何？
3 年生
「身の回りにあるエネルギーをさが
そう」「電気をつくってみよう」「限
りあるエネルギーの利用」「私の省
エネ大作戦」
ねらい：エネルギーについて知る。
発電体験を通してエネルギーの
大切さに気づき，省エネ作戦に
挑戦する。
4 年生
「くらしのハテナ大研究～エネル
ギー編～」
※ねらいについては前述
「くらしとごみ」「プラスチックは
どこからどこへ」「太陽光発電」
ねらい：社会科のごみの学習と関
連させて，処理の仕方やリサイ
クルなどについて追究し，問題
解決学習ができる。
目標：学ぶ　深める　つながる
5 年生
「環境問題から地球にやさしいエネ
ルギーへ」「風力発電」「竹から学
ぶ」
ねらい：到達目標　電気エネル
ギーをつくりだす発電は， 化石燃
料や核エネルギーを使わなくて
も太陽光や風，波，生物によっ
てもできることを知る。
方向目標　発電の方法は多様であ
ることを知り，地球環境につい
ても考えることができるように
する。
「屋上緑化に取り組む」「1 年を通し
て京野菜づくりと校庭観察」
ねらい：環境のことを考えて，必
要感を持って屋上緑化に取り組
むことができる。京野菜づくり
や 1 年中校庭観察を続けること
で，作物に感謝する気持ちや，
学んだことをみんなと分かち合
うための新聞づくりができる。
6 年生
「身近な環境について調べよう」「エ
コクッキング」「熱・光・酸性雨・
発電」「電気とわたしたちのくらし」
ねらい：身近な環境について関心
を持ち，目に見えない環境の変
化にまで気づくことができる。
学んだことを分かち合い，自分
の考えを発信していくことがで
きる学び方を身につける。
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広い社会性を持って活動できるようになる」という生徒の身体，精神の成長とともに，学習の自発性，
自分の個性及び今後の社会に活躍することに不可欠の連携精神，現実社会への認識が段階的に行われ
ていると感じられる。創造性教育の面から検討すれば，子どもの興味・関心がある課題をつくり，子
どもの自らの成長精神を引き出し，創造性への発達は有益といえるだろう。特に，留意すべきことは，
評価への扱いは自己評価とグループの相互評価が含まれ，相互評価のとき，基本的に肯定的な評価と
することであり，子どもの自己成長の積極性が保護され，創造性教育の一環として，とても大切な部
分になり，重要な教育実践であると考えられる。
おわりに
21世紀以来，環境破壊，森，海など自然への過度開発より，大範囲の汚染をもたらし，エネルギー
への過度的な依存，世界各国，国内各民族，各階層の格差など，現代社会の問題が次から次へと波が
立っているという現状に直面し，破壊と発展は共存しなければならないか，発展により，人々が幸せ
になったか，という疑問はわれわれが考えなければならない。工業の発展に伴い，物質的な生活は豊
かになってきたが，幸福な社会の実現はまだまだ遠い道であると考えられている。今日の解決してい
ないままの問題が山ほど残っているが，将来，また新しい挑戦を直面しなければならないと予想でき
る。社会の現状はどうのように改善できるか，将来の子供たちがどのように，幸せな世界を築かれる
か，将来の問題は今日の子供たちが自ら解決するしかない，すなわち，一人一人の子どもの自立を促
進し，将来の問題を創造的に解決する能力，つまり，子どもの創造性を育つことの重要性を意識する
ことができる。さらに，学校教育法，教育基本法などの教育法律，法規より，創造性を育つことは国
民人々の権利という方針も明らかになってきた。
近年，教育法律，政策の制定とともに，総合的な学習の時間の実施など，日本における創造性教育
の実施の動きは見えるようになったが，創造性と創造性教育の意味を明確に定義し，全カリキュラム
への取り組みの強化，評価の手続きの整備，充実などが必要になると考えられる。
「多元知能理論」により，学校における一人ひとりの子どもの発達の要望にあわせる教育システム
の建設はこれからの課題になる。しかしながら，このような子どもの多種多様な需要に満足するには，
学校教育に実際に携わる教師に多大な負担となることも思われ，学校の間の連携，協力，各学校の特
長を発揮することにより，子どもが各学校の特色的な教育を受けられるようになり，それに，教師へ
の支援，研修制度のさらに進化することも重要であると考えられる。
教育改革や社会の変化に対応するために，教師に多様な資質能力が求められ，いわゆる「万能教師」
という教師の知識の分野を無限に広げることではなく，すべての教師にたくさんな資質，能力を高度
に身につけることではなく，各教師の専門分野の知識，能力を深化させ，学校という組織全体として，
教育活動を展開し，子どもの成長，発達を支える，という方策のほうが，より効果的な教育になると
仮定しており，今後の研究課題として予定している。
69創造性教育の基礎理論に関する考察（張）
注⑴ 扇田博元　『独創教育への改革』　第一書房　1983年 4月　はじめに
　⑵ 葉澤濱　『教育与創造基本関係探究』教育理論与実践　2004年第 10期　p1
　⑶ 同上　p2
　⑷ 夏春　『从心理学角度談儿童学習的模仿与創造』早期教育：教師版 2006年第 11期　p14
　⑸ 周用恒　『心理健康と成功智力』中国民康医学雑誌　2003年 1月第 15巻第 1期　p64
　⑹ 恩田彰『創造性教育の展開』恒星社厚生閣，1994年 4月　p2
　⑺ 同上　p3
　⑻ 弓野憲一『世界の創造性教育』株式会社ナカニシヤ，2005年 10月　はじめに
　⑼ 陳亮　朱徳全『多元智力理論と新課程教学評価』外国教育研究　2003年 5月　p51
　⑽ 同上
　⑾ マズロー著 成明 編訳『馬斯洛人本哲学』九州出版社 2003年 8月 p52–58
　⑿ マズロー著　林方　主編　『人的潜能和価値』華夏出版社　1987年 2月　p4
　⒀ 前掲　『世界の創造性教育』　p3
　⒁ 同上
　⒂ 前掲　『世界の創造性教育』　p4–p5
　⒃ 「教育基本法」，「学校教育法」の条文による筆者作成。（2011年 8月 29日）
　⒄ 藤田加代　立花昌代等『エネルギー環境教育　京都教育大学附属桃山小学校の実践（2）（3）』　京都教育大
学環境教育研究年報第 16 号　1–6（2008）p5
　⒅ 同上　p4
